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月
さ
ん(
１
年)

の
２
人
が
、

カ
ナ
ダ
・
バ
ン
ク
ー
バ
ー
へ
、

さ
ら
に
、
長
岡
怜
智
君(

２

年) 

が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・

シ
ド
ニ
ー
へ
半
年
間
派
遣
留

学
し
ま
す
。 
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2日 

日 

東
高
校
の
先
輩
、
伊
藤
正
樹

選
手
や
同
じ
く
金
沢
学
院
大

学
生
の
岸
彩
乃
選
手
を
紹
介

し
「
伊
藤
君
ら
の
よ
う
に
、

し
っ
か
り
と
目
標
を
定
め
、

そ
れ
に
向
か
っ
て
真
剣
に
努

力
す
れ
ば
、
夢
は
必
ず
実
現

し
ま
す
」
と
、
は
な
む
け
の

言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。 

 

 

 

金
沢
学
院
東
高
校
の
第
58
回
卒
業
証
書
授
与
式
は
、
３

月
１
日
、
高
校
体
育
館
で
厳
か
に
挙
行
さ
れ
、
２
８
５
人

が
学
び
舎
を
巣
立
ち
ま
し
た
。
式
に
は
、
多
数
の
中
学
の

先
生
方
、
保
護
者
の
臨
席
が
あ
り
ま
し
た
。 

木
谷
辰
夫
校
長
は
、
４
つ

の
コ
ー
ス
代
表
に
卒
業
証
書

を
手
渡
し
た
あ
と
、「
歴
史
に

学
び
、
社
会
の
た
め
に
役
立

つ
人
間
に
な
っ
て
ほ
し
い
」

と
、
式
辞
で
激
励
し
ま
し
た
。 

飛
田
秀
一
学
校
法
人
金
沢

学
院
理
事
長
は
、
告
辞
で
ロ

ン
ド
ン
五
輪
出
場
を
決
め
た 

 

東
高
校
第
58
回
卒
業
証
書
授
与
式 

国
際
舞
台
へ
の
雄
飛 

金
沢
学
院
大
学
美
術
文
化

学
部
の
第
９
回
卒
業
研
究

制
作
展
が
2
月
29
日
か
ら

３
月
４
日
、
石
川
県
立
美
術

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

美
術
工
芸
学
科
で
は
、
日

本
画
、
洋
画
、
陶
芸
、
漆
芸

の
各
分
野
の
力
作
が
成
果
と

し
て
展
示
さ
れ
ま
し
た
。 

 

文
化
勲
章
を
受
章
し
た
大

樋
副
学
長
・
教
授
を
筆
頭
に
、

日
本
芸
術
院
会
員
、
人
間
国

宝
な
ど
の
指
導
も
あ
っ
て
、

高
い
水
準
の
作
品
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
情
報
デ

ザ
イ
ン
学
科
で
は
、
斬
新
な

発
想
で
来
館
者
を
驚
嘆
さ

せ
、
専
攻
科
学
生
が
高
い
完

成
度
を
示
し
て
い
ま
し
た
。

文
化
財
学
科
で
は
、
展
示
に

加
え
、
研
究
発
表
会
も
行
わ

れ
ま
し
た
。 

卒
業
作
品
を
展
示 

美
術
文
化
学
部 

「夢」を持とう  
学
院
大
生
の
海
外
派
遣
・
研
修
相
次
ぐ 

 

井
部
多
槙
さ
ん(

金
沢
学
院

大
学
国
際
文
化
学
科
３
年)=

写

真=

は
、
石
川
県
が
選
抜
し
た

「
い
し
か
わ
国
連
ス
タ
デ
ィ
ビ

ジ
ッ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
一

員
と
し
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
国

連
本
部
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。 

2
月
13
日
か
ら
24
日
ま

で
、
国
連
本
部
で
講
習
を
受

け
る
か
た
わ
ら
、
国
連
日
本

政
府
代
表
部
訪
問
や
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
石
川
県
人
会
と
の

交
流
会
な
ど
に
参
加
し
、
派

遣
さ
れ
た
他
の
４
人
と
と

も
に
国
際
理
解
を
深
め
ま
し

た
。 ま

た
、
国
際
文
化
学
科
か

ら
、
本
学
の
春
季
海
外
研
修

に
は
、
阿
部
明
香
さ
ん(

1

年)

、
辰
野
多
佳
子
さ
ん(

1

年)

も
取
り
組
ん
で
お
り
、
カ

ナ
ダ
・
カ
モ
ー
ソ
ン
か
ら
先

ご
ろ
元
気
に
帰
っ
て
き
ま
し

た
。 な

お
、
こ
の
後
、
岸
井
絵

梨
子
さ
ん(

３
年)

、
不
動
眸 

答辞を読む塩谷美紗貴さん         =東高体育館 

同
窓
会
・
星
美
会
の
斎
藤 

千
佳
子
会
長
の
祝
辞
の
あ

と
、
在
校
生
総
代
の
表
真
吾

君
の
送
辞
に
応
え
て
、
卒
業

生
総
代
の
塩
谷
美
紗
貴
さ
ん

が
「
東
高
校
の
輝
か
し
い
伝

統
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
く

だ
さ
い
。
私
た
ち
は
、
困
難

に
立
ち
向
か
っ
て
い
き
ま

す
」
と
答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。 

式
で
は
、
３
ヵ
年
皆
勤
賞

の
13
人
（
代
表
・
長
尾
茜
さ

ん
）、
教
科
外
活
動
特
別
功
労

賞
・
功
労
賞
の
８
人(

代
表
・

谷
内
美
希
さ
ん)

が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。 

 

東
高
Ｏ
Ｂ
松
田
投
手
が 

ミ
リ
オ
ン
ス
タ
ー
ズ
へ 

 

金
沢
学
院
東
高
校
を
卒
業

し
、
広
島
東
洋
カ
ー
プ
育
成

選
手
だ
っ
た
松
田
翔
太
投
手

が
、
石
川
ミ
リ
オ
ン
ス
タ
ー

ズ
に
入
団
し
ま
し
た
。 

背
番
号
14

に
決
ま
っ
た

松
田
投
手
は｢

広
島
で
の
３

年
間
を
無
駄
に
し
た
く
な

い
。
第
二
の
故
郷
で
必
ず
実

績
を
残
す｣

と
決
意
を
語
っ

て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
で
本
学
関
係
選
手
の

石
川
ミ
リ
オ
ン
ス
タ
ー
ズ
入

団
は
、
植
聡
二
郎
、
秋
山
和

哉
選
手
に
続
い
て
、
３
人
と

な
り
ま
し
た
。 

 

 

卒業作品に見入る来観者

=県立美術館 

 

槻木学長より激励を受ける派

遣・研修学生    =学長室 


